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第 138 回「言葉の院外処方箋」 

愛ある者は勇敢 〜 苦痛に対する思いやり 〜 

 

2022 年 12 月１日 東京都台東区立松葉小学校で 6年生の『がん教育』の授業に

赴いた（画像 1）。松尾敦校長、若山亜紀子養護教諭、土屋千雅子薬剤師の心温

まる おもてなしには、感激した。 また、生徒の真摯ある 姿勢には大いに感動

した。 筆者の故郷 (島根県出雲大社鵜峠)と『因幡の白兎と大国主命』(画像 2)

の物語り【今から約 1300 年前、712 年に編纂された『古事記』に登場する、医

療の原点を教えてくれる大国主命の出雲大社から、8キロほど、峠を越えて美し

い日本海に面した小さな村が、私の生まれ育った出雲市大社町鵜峠である。 隣

の鷺浦地区と合わせて、鵜鷺(うさぎ)と呼ばれている。 713 年に編纂が命じら

れたという『出雲国風土記』にも登場する歴史ある地である。】と【医療の発

祥：「最も剛毅なる者は最も柔和なる者であり、愛ある者は勇敢なる者である」

とは、「高き自由の精神」を持って医療に従事する者への普遍的な真理であろ

う。「他人の苦痛に対する思いやり」は、医学、医療の根本である。】と伝え

た。  

 

また、【札幌農学校の Stature of William Smith Clark(1826-1886)の『Boys Be 

Ambitious 「少年よ、大志を抱け」』とその精神を繋いでいる内村鑑三

（1861-1930）・新渡戸稲造(1862-1933）】をさりげなく語った。 これらの人

物を知っている生徒も居り感服した。 『風貌を診て、心まで診る』は病理学者

心得の実践でもあろう。 

 

先生には資料も差し上げた（画像 4）。 早速、若山亜紀子先生から【本日はご

足労いただき、ありがとうございました。 このような機会に恵まれましたこと、

大変貴重な時間でした。 いただいた資料を読ませていただき、私も学びたいと

思います。】との心温まる励ましのメールを頂いた。 大変有意義な貴重な時を

与えられた。 ただただ感謝である。 
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